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Chika Nakamura1,＊ and Masao Nakamura2: Alliaria petiolata (M.Bieb.) Cavara et Grande (Brassicaceae) 
naturalized in Nagano Prefecture.
Alliaria petiolata (M.Bieb.) Cavara et Grande，和名ニンニクガラシ（北海道ブルーリスト2010に準拠），
別名ネギハタザオ，ガーリックマスタード（環境省 2013，米倉・梶田 2003-）は，ヨーロッパ，西～中央
アジア，北アフリカを原産地とするアブラナ科の越年生草本である（USDA Agricultural Research Service 
2014）。英名garlic mustardの通り植物体全体にニンニクAllium sativum L. やマスタード（主にシロガラ
シSinapis alba L. の種子の加工食品）に似た臭気があることから，ヨーロッパではサラダやソースなど，古





44分19秒，東経138度10分19秒）である。周辺はハンノキAlnus japonica (Thunb.) Steud. を主体とする
湿性林で，約5ヘクタールの水芭蕉園として整備されており，ミズバショウLysichiton camtschatcense (L.) 
Schott，リュウキンカCaltha palustris L. var. nipponica H.Hara，ニリンソウAnemone flaccida F.Schmidt，
ニワトコSambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) H.Haraなどが生育する。その散策路の入り
口部分，湿地より一段高いやや湿った林床の，約15 m×8mの範囲に本種の群落が確認された（Fig. 2A）。
同所的にニリンソウ，キツリフネ Impatiens noli-tangere L.，フキPetasites japonicus (Siebold et Zucc.) 
Maxim.，イタドリFallopia japonica (Houtt.) Ronse Decr. var. japonica，スギナEquisetum arvense L. 
などが生育していた。採集標本は長野市立博物館分館戸隠地質化石博物館に収蔵した（標本番号00609）。
本 種 の 形 態 的・ 生 態 的 特 徴 を，Cavers et al.（1979） とUSDA, Natural Resources Conservation 
Service（2007），また今記載地での観察に基づいて以下に簡単に記す。越年草である本種は，一年目は直径
2～12cmのハート型のロゼット葉を3～4枚出したままで冬を越す。次年の春に白い開出毛のある茎を30～
120cm伸ばし，その先に直径6～7mmのコンロンソウCardamine leucantha (Tausch) O.E.Schulzに似た白





での定着が記録されている（DOI, National Park Service and U. S. Fish and Wildlife Service 2010）。そ
の後野生化が進行し，現在ではカナダを含む北アメリカ大陸東北部を中心に，西海岸の一部やアラスカでも
確認されている（アメリカ37州，カナダ5州，USDA, Natural Resources Conservation Service 2014）。
河川沿いや湿った林床を生育地として好み，攪乱地でなくても分布を広げることから，定着した地域では在
来種からの置き換わりが進み，植生へ大きな影響を与えている（USDA, Natural Resources Conservation 
Service 2007，DOI, National Park Service and U. S. Fish and Wildlife Service 2010）。ワシントン州や
ミズーリ州などアメリカのいくつかの州では，本種を“Invasive Plant”， “Noxious Weed” などに指定し，
抜き取りや焼き払いなどによる積極的な管理を推奨している（Missouri Department of Conservation 2014，
Washington State Noxious Weed Control 2014）。
アメリカを中心に侵略的外来生物としての本種の生態的・生理的特性や，生態系に与える影響に関する研
究は盛んである。例えば，自家受粉でも結実し，１株から1000粒以上と種子の生産性が高いこと（Anderson 
et al. 1996），樹木の展葉前に光合成速度が最大となり，速やかに成長して林床を覆うこと（Myers and 
Anderson 2003），様々な二次代謝物質を生産し，被食者に対して科学的防御をすること（Cipollini 2002），
さらにそれらの二次代謝物質が土壌中の菌根菌に影響を与えることで他の植物の発芽や成長を抑制するこ
と（Roberts and Anderson 2001，Stinson et al. 2006）である。天敵のいない新天地にあってこれらが複
合的に作用し，本種の蔓延と生物多様性の減少を伴う生態系の改変が急速に進行していると考えられている
（Rodgers et al. 2008）。
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Fig. 1. Alliaria petiolata (C. Nakamura-00609, Togakushi Museum of Natural History) collected from Iizuna 
Town, Nagano. Pref. on June 2, 2011.
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Fig. 2. A. Habitat of Alliaria petiolata in Iizuna (May 25, 2012). B. Flowers of A. petiolata. C. Densely growing 
rosettes of A. petiolata after fruiting individuals were weeded out (June 16, 2013). 
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